MINOLTA 



イま用説明書 

ご使用前に 
'必ずわ読みください。 





お買い上げありザとうござしほす 


ミノルタび -3Xi クォーツデートは、最新のは術を導乂しながら、一 

眼レフが初めての方にも気程に写真の楽しさをホわっていたど 

けるようじ開発され t 軽量•コンパクトでやさしい才ーロォーカ 

スー眼レフカメラです。 

•このカメラの機能を+みにま用していたピくためじも、この使巧 
説明書をニイき用前に'かずも'読みくピさい。また、わ出かけの際 
じは、カメラと一緒にも'持ちになると便利です。 

■お読みになったをは、保証ま、アフターサービスのご案内ととも 
じ大切に保管してくださし、。 

• 大切な撮影の前には、'必ず試し撮りをして、機器が正常に機能 
することをこ馆認くピさい。万一、このカメラの巧巧中に、撮影で 
きな力、ったり、不具合がまじた場合の巧証についてはご容赦く 
ピさい。 

この使用説明書では… 

•び - 3Xi ではす ベての ミノルタ幻 r レンズがせ用できますが、本文中で 
は AF ブーム Xi レンズ 28 -孤 mm を基本に説巧しています。 

•文中の@はこのカメラをご巧用になるときのアドバイス、 S はま 
意事項です。 

•— 眼レフカメラの巧い方に價れていない方は、とりあえず「撮影のを 
備をしましょう」「さぁ、撮影です」の2章をお読み〈ださい。その他の章 
じついては、'必要に応じてご覧くピさるとよいでしょう。また、的ぺージ 
力、らのま意事項もよくわ読みください。 

ミノルタび -3Xi クォーツデートの後能をま用していたビくためじは、 
当社独自のノウハウじよりボディ特性に適合するようじ設計•製造 
管理されているレンズわよびか属品のほ用をおすすめいたします。 
当社製品な外のせ属をを単に装着できるというピけでお使いに 
なる場合、いかなる事象が生じるかじついては予巧いたしかねます。 
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撮影早わか 0 

(詳しくは本文をご覧 <ださい。） 



フイルムを入れまず 

フイルムの先端をホいマークじ 
合わせ、裏ぶたを閉じます。 
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電源を入れまず 

メインスイッチを ON じします。 



摄影しまず 

シャツターボタンをゆっくり押し込 
んで撮影します。 







主な特長 

( _小型•軽量_^ 

• 本体重量は約 435 g と小型*軽量で、どこにでも気軽じ持ち運べます。 

こ 簡単な操作 ) 

♦ゼロタイムオートじより、カメラを構えたビけで撮影前の準備がすべて行なわ 
れます。（ピント合わせ•露出設を•ズーミング） 

•動体予測フォーカス制御じより、動いているものにもぴったりピントが合います 0 
•フラッシュが必要かどう力、をカメラが判断し、必要時には内蔵フラッシュが自 
動的に発光します。 



• 上級をのノウハウを満載したエキスパートプログラムを使用しています。 
•撮影者の好みに応じて、絞りやシャツターま度を自由に変えることもできます。 


已 


標準付属品 


が下のものが入っています。ご確認くピさい。 

• ネックストラップ-- 


ありせけ方:反巧側も同様じありせけます。 




•アイピースキ ヤップ (ストラップじついています） 

ファインダーからの逆入光を防ぐため、 

セルフタイマー撮影時などじ 
ご使用くどさい。 


■使用説明書 
• 仮保証書 (アンケートカード） 

アンケートじご記入の上、記載のせ巧までお送りく ださい。 

•ア フターサー ビスの ご 案内 
•リチウム電也 2 CR 5 1個 
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各部の名称 


各部の名称 



る部の名称 


ボディ表示部 



各部の名称 

ファインター表示部 


緑ランプ(フオーカス表示） 
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ここでは、撮影す 
覚えていただきち 

カメ•ラを実際に弓 ._〜、 

も 

論!！^^ 

'''' 議纖 
: ’ パ:離纖^^ 
:そブ纖 
" ;ザ耀 

ょ議 


苗 :! 議 II 

巧'ち 



匿蘇^^糖 







零さ 


ご 


撮影の準備をしましよ-つ 


電池について 


電池を入れまず 

f 使用する電池の種類: 6 V パックリチウム電池 2 CR 5 




電池室のふたを開けます。 電池室のふたの表示にしたがつ 

•電化室開放レバーを矢印の方向へ押しま て、電池を入れます。 

To 


電池まのふたを閑じます。 







電化について 


電池容量をチェ、ックしまず 

メインスイッチを LOCK から ON じするたびじカメラが電池容量をチIックし、ボデ 
ィ表示部じ表示します。 

何も表示されない場合は、電池の向きを確認して < ださい。 

電池容量は充分じあります。 （4 秒点灯） 


新しい電池を用意してください。 （4 秒点灯) 


新しい電化と交換してください。（点滅) 
④の状態までは動きます。 

新しい電池と交換して〈ださい。（点滅) 
シャッターは 切れません。 

•④は、メインスイッチ LOCK のときも表示されます。 

撮影可能本数 

(当社 I ま験を件じよる：常温 20 X 、 24枚撮りフイルム、新品電池使用） 


フラッシュなし 

約60 本 

フラッシュ 使用時(使用率 50%) 

お2 己本 
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レンズの取り付け•取り外し 


レンズとカメラの2つのホい点を合 
わせてはめ込み、カチッとまがする 
まで矢印方向に回します。 

AF ズーム Xi レンズをごイま用の場合 

メインスイッチが ON の状態で取りせけると、レンズは自動的に特をのピント位置と焦点 
距離じなります〇才ートフォーカス/マニュアルフォーカスの切り替えは才ートフォーカスに 
なります。 

AF ズーム Xi レンズ (28-80mm F4-5. 目なか）をご使用の場合 

取り付ける前に、 AZ/MZ スイッチを AZ じしてください。この 
カメラでは MZ のままでは使用できません。 


を 

■レンズが正しく取りがけられていないときは、メインスイッチを ON じするとボディ表示部に" M . 
FOCUS " と表示されます。 




取り付け 



ボディキャップ、レンズの後ろキヤッ 
プをかします。 

•矢印の方向に回して外します。 


14 







レンズの取り付け•取り外し 


取り外し 



メインスイッチを LOCK じします。 

■ AF ズーム Xi レンズは最もコンパクトな状態 
じなります。 



レンズ交換ボタンを押したまま、レン 
ズを図の方向に止まるまで回し、取 
り外します。 
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撮影の目山一 

X インスイツチについて 

メインスイッチは、 LOCK と ON の切り替えまです。 

LOCK . カメラの電源が切れ、すべての作 

動が停止し、不用意じシャッター 
が切れるのを防止します。 

ON . カメラの電源が入り作動します。ま 

た、 ON じすると同時に電化の容量 
のチェックを行ないます。 

•撮影が終わったら、化ずスイッチを LOCK にしてくビさい。 



シャツターボタンについて 

シャツターボタンを軽け甲すと、途中で少し止まるところがあります。この巧用説明 
書では、ここまで軽く押すことを"半押し’’と言います。 

シャツターボタンは、この半押しの状態と完全に押し込んだ状態のときで勸きが 
違います。 



半押しすると 

•写すらのが止まっている場合、ピントと露出が固をされ、緑ラン 
プ ♦ が点灯します。フォーカスロック時 （ P .31 参照）じ使用し 
ます。 



完全に押し込むと、シャツターが切れ撮影されます。 


16 








撮影の前に 


ゼロタイムオー S 



メインスイッチを ON じした後、グリップセンサーじ触れるようじカメラを持ってくだ 
さい。そのままファインダーをのダくと、ファインダーのそばじあるアイセンサーがそ 
れを検知しカメラが自動的にズーミング*、ピント合わせ、露出（シャッターま度と 
絞りの組み合わ甘）の決定を行ないます。この機能をゼロタイムオートと言います。 

* 焦点距離を変えて、被写体を大きくしたり小さくしたりすること。 AF ズー厶 Xi レンズイ吏用時の 
み、自動的にズーミングが斤なわれます。この機能を才ートスタンバイズーム ( ASZ=Auto 
Standby Zoom ) と言います。詳しくは P .40 をご費〈ださし、。 

を 

•手袋をはめたままカメラを持つと、グリップセンサーじ化れていても、ゼロタイムオートは作動しま 
せん。この時はシャッターボタンをキ押ししてくピさし、。ピント合わせと露出のま定が巧なわれま 
す。ただし才一にタンバイズームは作動しません。 
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撮影の前に 


力 >(ラの構え方 

カメラがかしでも動くとぶれた写真じなりやすいので、図のようじカメラをしっか 
りと構えてくどさい。 



•片目をカメラにぴったりつけます。 ■ 片足を軽く踏み出し、上半身を安をさ 

•脇をしめます。 せます。 

• 左手は、レンズを支えるよう【こします。 • 建物や壁にもたれたり、机などじおを 

つくようじすると、効果があります。 

泣 

手ぶれしやすい場合じは、ファインダー巧の▼が点;巧してお知らせします。 

暗い場所でフラッシュなしで撮影する場さ（シャッターま度が遅くなる)や、望遠レンズを巧う場合 
は、手ぶれが起こりやすくなります。このような場合は、ミ脚を使って撮影してください。また、な下の 
ような方まもあります。 

•フラッシュを使う 

•高感度フイルム （ ISO 数値の大きいフイルム）を巧う 
※フイルム感度が高くなるほど写真の粒子は巧くなります。 
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フイルムについて 


フイルムについて 


フイルムを入れます 

DX コード付きのフイルムの場合、フイルム感度は自 
動的にセットされます。 

• DX コードのないフイル厶はに0100じセットされます。 



r 巧用フイルム 

に0巧〜5000のフイルムがイま用できます。フラッシュ撮影の場合は、 
、に0巧〜100日のフイルムをお使し、ください。 


信! 


• 裏ぶたを開ける前には、'必ずフイルムが•入っていないことを確認してぐださい。 



裏ぶた開放レバーを下げて裏ぶたフイルムを図のようじ入れます。 
を開けます。 


を 

♦シャツター幕には、手やフイルムの先がおれ 
ないようじま意してください。 

•フイルムの出し入れは、直射日光を避けて 
巧なってくた•さい。 

♦初めてカメラをご使巧になるときは、フイルム 
を入れる前に裏ぶたの巧倒じある保護シー 
卜をあり外してください。 



フイルムの 先端をホい マー クじ合 
わせます。 


I フイルムが浮き上がらなし、ようじパト □ -ネ 
を押さえてくた‘さい。 


裏ぶたを閉じます。 


メインスイッチを ON じします。 

• フイルムが自動的じ巻き上げられ、フイル 
ムカウンターじ" 1" が表示されます。 




を 



•フイルムが正しくちられていない場含、フイルムカウンターは0の 
まま点滅します。このような場合は、もう一度フイルムを入れ直し 
てくビさい。 
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フイルムについて 


フイルムの巻さ戻し 


フイルムの 最後のコマを撮影す ると、 自動的にをき戻しが'始まります。 



フイルムカウンターが‘‘ 0" じなり、表裏ぶたを開けて、フイルムを取り出 
示が点滅するまで待ちます。 します。 

• 裏ぶた開放レバーを押し下げて裏ぶたを 
開けます。 


フイルムを最後のコマまで撮影せずじ途中で取り出したいときは… 

カメラ底面の途中をき戻しボタンを 
軽く巧します。 

• ボールペンなどの先の細いらので押してく 
ださい。 

フイルム カウンターが" 0" じなり 、 Q 
が点滅しているのを確認してから、 
裏ぶたを開けて取り出します。 
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錶影ガ楽しめる、 
ついて説明します 
て 

セットします方ら、 
タンを巧すだけで 
撮れます 



さあ、 撮影です 
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基本的な撮影 


基本的な撮影 


ここで説明している基本的な撮影とは、ピント合わせ、露出の'み定、フラッシュの 
発光、焦点巧雜の設をなどをカメラが自動的に判断して撮影する方法です。シャ 
ッターボタンを押すどけでいつでもきれいな写真が撮れます。 



メインスイッチを ON じします。 



プログラムセットボタンを押します。 

■プ□グラムセットボタンを押すと、カメラは全 
自動に設をされます。（詳しくは P .3 日参照） 



写したいものが [] じ入るようじ 
カメラを構えます。 

• ピント合わせ、露出の設定、ブーミングが 
自動的に斤われます。 

•ファインダー内の緑ランプがピントの状態 
をわ知らせしま末 

(«) 点灯:被写体にヒシトが合ってし、ます。 
• 点滅：ピントが合わず、シャッターも切 
れません。 （ P .33 参照） 

•ファインダー内の4 (または >>) が点 
ぷすると、フラッシュが発光します。（フラッ 
シュに関して、詳しくは P .26 を参照してくピ 
さい。） 

•ボディ表示部に、カメラが設をしたシャツタ 
一ま度と絞り値が表示されます。 



シャツターボタンを押し込んで撮影 
します。 

•撮影後、フイルムは自動的に次のコマに 
をき上げられます。 
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ズー s ンクのしかた 

取り付けるレンズの種類じよって、ズーミング(被写体の大きさを変えること）の方 
法が異なります。 


AF ズーム Xi レンズを取り付けたとさ 

ズームリングを軽く回すだけで、電動でのズーミングレくワーズーム）ができます。 



レンズのズームリングを回して、被 亲望の大きさ じなれば、ズームリン 
写体をを望の大きさじします。 ダから指を離します。 

• ズームリングを大きく回せばまく、小さく回 •ズームリングがもとの位置に戻り、ズーミン 

せばゆっくりズーミングされます。 グが停止します。 

を 

• AZ / MZ スイッチの付いているレンズ巧用 
時は、 AZ じ設をしてくピさし、。 


AF ズームレンズを取り付けたとさ 

電動じよるパワーズームはできません。 

手動じよるズームはできます。ズームリングを回して、ホ望の大きさじしてくた'さし、。 

25 


フラッシュについて 


フラッシュが必要なときは、シャッターボタンを半押しすると自動的にフラッシュが 
上がり、撮影時に発光します。 

•フラッシュがを光する場合は、ファインダー内の > または >4が点滅します。 

•フラッシュの充電中はオレンジをの▼が点;巧します。ちまたは4ちマークが点滅するまで 
お待ちくた'さし、。 

♦撮影後、適正露出が得られると、ファインダー表示部のちまたは4ちマークの点;咸がまく 
なります。 

•暗いところでは、シャッターボタンを半押しするとフラッシュが発光することがありますこれは 
ピント合わせのための AF 補助ホでで（詳しくは P.39 参照） 

*=* フラッシュ撮影をする場合は、レンズフードを外してください。フラッシュ光が遅られて、写 

真の下部に影ができることがあります。 


フラッシュを必ず発光させるじは（強制発光) 



フラッシュポップアップボタンを押しながら撮影 
すると、フラッシュを'必ず発光させることができ 
ます。 


フラッシュを発光させたくないときは(発光禁止) 



フラッシュポップアップボタンを押しながらフラッ 
シュを押し下げてくた’さし、。 

•ボディ表示部のフラッシュモード表示が消えます。 

■自動発光に房すじは、フラッシュポップアップボタンまたは 
プログラムセットボタンを押してくピ さし、。 


侵! 


■ファインダー巧の▼が点;風すると、シャツター 
速度が遅くなります。手ぶれしやすいので、= 
脚の使用をおすすめします。 
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フラッシュじついて 


目がホく写るのを軽減するためじは（フラッシュプリ発光） 

人物をフラッシュ撮影する場合、まれ【二目が赤く写ることがあります。撮影の直前 
じ少光量のフラッシュを発光（プリ発光)すると、この現象を軽減することができ 
ます。 


プリ発光ボタンを押すごとじ、次のようじプリ発 
光の有無力《切り変わります。 

、プリ発光なし 

AUTO 

フラッシュは撮影時に一度ピけ発光します。 

ぃ 

プリ発光せさ 

本発光の前に数回プリ発光が行われます。 


フラッシュ調光距離 

P モードでの内蔵フラッシュ調光距離（フラッシュ光の届く範西）は、か下を目安 
じしてくた'さい。 （ IS 0100 のフイルムほ用時、詳しくは P .46 参照） 


レンズ 

焦点距離(絞り値)^^^ 

28- 8 日 mm F 4-5.6 

80-2 日日 mm F 4.5-5.6 

28 mm ( F 4) 

80 mm ( F 5.6) 

80 mm ( F 4 .日） 

200 mm ( F 5.6) 

1 .0-3.0 m 

1.0-2.1 m 

1.0-2.7 m 

1.0-2.1 m 


※に0400のフイルム使用時は、遠側の調光距離はこの表の値の2倍になります。 


• 内蔵フラッシュを巧って 1 m ホおで撮影すると、写真に影ができることがあります。 

• 巧蔵フラッシュ使用時は、巧用できるレンズに制限があります。詳しくは P .66 をご覧〈ださい。 
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曰付け•時間の写し込み 



も'およその写し込み位置 
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曰付け•時間の写し込み 


曰付け•時間の写し込み 


窗 

• 2019 年口ち31日までの日がけが記憶されています。 

•に032〜1600のフイルムをご使用ください。それた(外のフイルムでは、きれいに写し込めないこと 
があります。 

■写し込みの;農をは、フイルムの種類やちをなどの条件じよって異なります。 

■温度が0でた TF または甜では上になるところでは、きれいに写し込めなし、ことがあります。 

•複写用フイルム、ポラロイ巧 5 mm スライド用フイルム、ホ外線フイルムなどは、一肢庙フイルムと 
違うため、イ重用しないでくた•さい。 


データ用電池の交換使用する電池: CR 20 2 5 1個 

写し込んピ文字が薄かったり、表示全体が点滅している場合は、電化を交換し 
てくピさい。 



電池室のんたを開けます。 

•りの方向に押して、手前に引きます。 



電池を+側を上じして入れます。 


ムたを閉めます。 

• ち部を差し込んでから、左側へ押し込みま 
To 


曰付け•時間の修正 


国。？-!'‘ 

巧〇 〇) 


モードボタンを押して、修正したい表示を選びます0 



セレクトボタンを押して、修正したい数字を点滅さ 
せます。 

•表示部の「一」が';肖え、修正中であることを示します。 
•セレクトボタンを押すたびじ、年一月一日または時一み一 
秒 （ ： ） の順に点滅する数字がをわります。 

• 点滅している数字の修正の虫、要がなけれ肤もう一度セレ 
クトボタンを押してください。 


3!こ-日 I 


CQOO } 



アジャストボタンを押して、正しい数字じ合わせます0 

•アジャストボタンを巧し続けると、数字は連続的に変わります。 
•秒を時報に合わせるじは、（：）を点滅させ、時報に合わせて 
アジャストボタンを押します。 

数字の点滅が点なじなるまで、七レクトボタンを 
押します。 

•表示部の「一」が点灯し修正の終了を示します。 
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被写体が画面の中巧にないとさ 


被写体が画面の中央にないとさ 



坡写体が [] と重ならないとき、そのままシャツター 
ボタンを押すと左のようじピントの合わない写真がで- 
きて しまいます 。二の場合、次のフオー カスロック、また 
はフオーカスホールドのいずれかでピントを固定して 
ください。 


フオーカスロック 



ピントを合わせたいものに [] 
を合わせ、シャツターボタンをキ押し 
します D 

• ピントカ咽をされますロオーカス□ック）。 
緑ランプ （*) が参じをわるのを確認してく 



シヤッターボタンを半押ししたまま、 
構図をもとにもどします。 

シャツターボタンを下まで押し込ん 
で巧影します。 


ピさい。 

色！ 

•シャッ ターボタンから指を難すと、 フォー カス ロックは 巧除されます。 

♦ シャッターボタンをキ押しすると、ピントと同時に露おも固をされます。 


を 

•緑ランプ♦が点灯しないとき（被写体が動いているときなりは、フォーカスロックはでき 
ません。 


フォーカスホ—ルド ( AF ズーム Xi レンズ使用時のみ） 

前述のフォーカスロックと同様に、レンズの操作でもピントを一時的に固定させる 
ことができます。この方まだと、同じピント位置で何枚も撮影することができます。 



巧写体にピントを合わせます。 



ズームリングを手前じ引いたまま、 
構図をもどして撮影します。 

• 撮影後も、ズームリングを引いたままだと 
ピントは固をされています。 



レンズのズームリングを手前に引き 
ます。 

• ピントが固をされ、緑ランプ♦が点灯しまホ 
•ボディ表示部に" M . FOCUS " と表示されます。 
•シャツターボタンから指を離してもピントは 
固まされています。 


包 

•ズー厶リングを手前に引〈と、ピントと同時 
じ露出も固定されます。 

• フォーカスホールドボタンかき AF レンズで 
ら同様にフォーカスホールトできます。 
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オー h フォーカスの苦手な被写体 


な下のような坡写体は、才ートフオーカスでピントが合いじくし、場合があります。 
このような場合はフオーカスロック （ P .31) や手動じよるピント合わせ （ P .37) を巧な 
つてください。 



太陽のようじ明るすぎる被写体や、車のボデ 
イ、水面など反射している被写体 


> も" 




青空など、明暗差（コントラスト)のない被 
写体 



繰りあしパターンの連続する被写体 


遠くと近くに共存する被写体 




養面 PS しできれしぶ县莫ガ撮れます 
帳、が;.それで物足りなくなったら？ 
て詳し<巧〇た< なつたらで 
巧は、この章にお進み<ださい。 



1 


謬.. 




こんな撮影も楽しめます 


ドみ. 
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プ□クラム 1 z ッ h ボタン 



プログラムセットボタンを押すと、力 
メラは一番ぶ本の状態(全自動) 
じ設定されます。 

設を内をはな下の通りです。 


機能 

ボタンを押した後の状態 

撮影モード 

フラッシュ 

ピント合わせ 

巧ード 

必要時自動発光 

才ートフォーカス 


カメラをいろいろなモードに設定した後、元のを本状態に戻したいときはこ 
のボタンを押してください。 


を 

■カメラの設定を変更したをでプログラムセットボタンを押すと、チの機能どけでなくすベての機能 
が元に戻ります。 

• プリ発光の有無は、プログラムセットボタンを押しても変わりません。 
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t ルフタイマー撮影 



七ルフタイマーボタンを押します。 ピントを合わせ、シャツターボタンを 

•ボディ表示部じと)マークが表示されます。 押し込みます。 

•約10秒後に撮影されます。 

•フラッシュが禁止されていなければ、撮影 
直前口回発光してわ知らせします。 

•撮影後、セルフタイマーは解除されます。 



撮影直前の フラッシュ 発光 じついて 

フラッシュ発光が禁止されていなければ、フラッシュが撮影直前に3回発光します。 

フラッシュが禁止のときは、この直前のフラッシュも発光しません。フラッシュは也、要ピけど直前の発光は 
止めたい場合、プリ発光ボタンを押しながらメインスイッチを LOCK から ON じしてくピさい。（同時に AF 巧 
助光も禁止されます。 P .39 参照）らう一度同じ操作をすると元じちります。 

別のフラッシュを取りがけてし、る場合は、直前にフラッシュのかわりに AF 補且カホ発化部が点滅します。 

◎ 

• シャツターボタンを押す前にセルフタイマーを巧除するには、もう一度セルフタイマーボタンを巧し 
てくどさい。 

•ホ動中のセルフタイマーを止めるじは、メインスイッチを LOCK じしてください。 


を 

■いっきにシャッターボタンを巧し込まないでくビさし、。ピントが合う前にセルフタイマーが作動して 
しまいます。 

• ファインダーから目を離してシャツターを切るときは、アイピースキヤップをせけてくビさし、。 
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手動によるピン h 合わせ 


手動によるピン S 合わせ 


才ートフオーカスでピントが合わない場合や、ピントを意図的じずらして撮影する 
場合は、 マニュアル (手動）フオーカスを行ってください。 


AF ズーム Xi レンズを取り付けたとさ 


電動でのピント合わせ(パワーフォーカス）ができます。 




カメラの フォー カスモードスイッチをレンズのズームリングをカメラ側に 
1回押し下げます。 引きます。 


•マ ニ ュァル(手動)フォ-ヵスに切り替ゎり ズ—ムリングを引いたままち右に回 

•ボディ表示部に‘‘ M . FOCUS " と表示され して、被写体かもつともはつきり見え 

るようじします。 

•オー1'フォーカスでピントが合うような被写 
体の場合は、ファインダー内の緑ランプ ♦ 
が点口して、ピントが合ったことをお知らせ 
します。 


ま9。 


IM.FOCUSI 

AUTO 0. 


被写体がもっともはっきり見えるところ 
で、ズームリングから指を離します。 


AF ズーム Xi 於外のなレンズを取り付けたとさ 

ノ巧ー フオー カスはでき ま せん。手動でのピン ト 合わせを行なってくピ さし、。 



カメラの フオー カ スモー ドス イッチを 
1回押し下げます。 

•マニュアル(手動） フォー カスに切り替わり 
ます。 

•ボディ表示部に" M . FOCUS " と表示され 
ます。 



レンズ先端のフォーカスリングを回 
してピントを合わせます。 

• 才ートフォーカスでピントが合うような被写 
体の場さは、ファインダー巧の緑ランプ ♦ 
が点灯して、ピントが合ったことをも'知らせ 
しま t ； 
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AF 補助光 


才ートスタン八イズーム ( ASZ ) 指貫贏会 xi レンス) 



被写体がちい、明暗差が低いなど、 
ピントを合わせじくい場合は、シャツタ 
-ボタンを半巧しすると AF 補助光(フ 
ラッシュ光）が自動的に発光されます。 
AF 捕助光での測距可能範囲は、約 
1〜已 m です〇 (50 mm レンズ使用時 、 S 
社試験条件じよる） 


爲 

• AF 補助光は、 AF マクロズーム 3 X -1 X および焦点距離 300 mm な上のレンズ ( AF ズーム1孤-3孤 
mm F 4.5- 5.6、 AF ズーム巧-孤 0 mm F 4.5-5. 6を除く）では発光しません。 

•フラッシュが発光しない巧態では、 AF 補助光も発光しま甘ん。 


AF 補助光の禁止 

フラッシュ発光が禁止になっている場合は、 AF 巧な)光も発光しません。 AF 巧助 
光だけを止めたいときは、プリ発光ボタンを押しながらメインスイッチを LOCK か 
ら ON じしてください。 

•ボディ表示部に" OFF AL " と表示されます。 

「 ご ; 二 ;= Fti 1 


♦再度同じ操作をすると、ボディ表示部に " On AL " と表示され、ちび AF 補助光が発光します。 
• AF 補助ホを禁止すると、同時にセルフタイマー撮影直前のフラッシュ発光も禁止されます。 


上記のレンズをカメラに取りせけた場合、カメラを構えると、被写体までの巧離に 
あわせてレンズが自動的にズーミングし焦点距離を設まします。これを才ートスタ 
ンバイズームといいます。 

• ASZ (才ートスタンバイズーム）の作動後でも、パワーズームじよってズーミングするこ 
と力でさます。 

•し、つたんパワーズームすると、カメラを目から離してから2日秒間は ASZ が作動しません。 


ASZ 機能の解除 


ASZ 機能を解除し、レンズの自動ズーミングを止めることもできます。 


メインスイッチを LOCK じします。 




レンズボタンを押しながら、メインス 
イッチを ON じします。 

•ボディ表示部に" OFF AS " と表示されます。 

「 OFF 85 I 


•再度同じ揉作をすると、ボディ表示部に 
"On AS " と表示され、再び ASZ が働きます。 
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撮影モード 


撮影モード 


撮影モードとは 


撮影モードの設定 


—眼レフカメラでは、フイルムじ当たる光の量（露出）は、レンズの絞りとシャツタ 
-速度じよってホ定されます。ここまでの説明では、シャツターま度と絞りはカメラ 
じよって自動的に巧をされていました。が、撮影モードを変えることじよって、これ 
らのどちらかひとスあるいは両方ともを手動で設ますることができます。 

このカメラじは、4つの 撮影 モードがあります。 

カメラが絞り値とシャツターまをを自動的 
じ;夫めます。（ここまでの説明はすべてこの 
モードを基準【こしています。） 


希望の絞り値を設定することができます。 
シャッターま度は自動的に設をされます。 


1 . P ヴログラ厶）モード 


2. A (絞り優先) モード 


3 . S (シャツ ターま度優先） モード 


ホ望の シャツターま 度を設ますることがで 
きます。絞り値は自動的に設をされます。 


シャッターま度と絞り値の両方を自由に設 
ますること力 < できます。 


絞りとシャツターま度の効果じついては、55ページをご覧くださし、。 


4 . M (マニュアル）モード 



プログラムセツトボタンを押したまま、 
シャツターま度設をい《一を操作し 
ます。 

• ボディ表示部に現在のモードが表示され 
ます。 



•プログラ厶セットボタンから手を離すと、表 
示されているモードが設定されます。 
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撮影モード 


戶(プ□グラム)モード撮影 

プログラムモードでは、構図をみめて被写体にピントを合わせるどけで、適正露出 
じなるようじ絞りとシャツター速度を設定します。 

P モードじするときは、プログラムセツトボタンを押してください。 

P モードの撮影方まじついては、 P . のの「基本的な撮影」をご覧くたさい。 
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撮影モード 


A (絞り優先)モード 


A モードを選びます ( P .42 ぺージ参絞り値設定レバーを操作して、ホ 
照)。 望の絞り値を設定します。 

•ボディ表示部の絞り値の横の◄が点灯し •設定できる絞り値は、レンカこよって異なり 

絞りが設をできることを示します。 ます。 

シャツターボタンを押し込んで撮影 
します。 


表示部のシャッター速度とファインダー巧の2つのオレンジラン 
プ；が点-ぶしている場さは、カメラの制御範国をがえている 
ため適正露出が得られません。点滅しなくなるまで絞り値をを 
更してくビさい。 

フラッシュが下がってし、るときじファインダー巧のオレンジランプ 
▼ が点ミ成する^:、シャッター速度が遅くなります。フラ'ソシュを使用 
するか、手ぶれしないようミ脚等に巧り付けてください。 

A モート1ミ定時は、フラッシュが上がっていれば必ず発光します（次ぺージ参照）。 
フラッシュが'必要でないときは押し下げてください。 
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撮影 モード 


撮影 モード 


A モードフラッシュ撮影 

フラッシュが上がっていると、撮影のときフラッシュが必ず発光します。 



摄影モードを A モードじします (42 ぺ 

-ジ参照）。 



フラッシュポップアップボタンを押し 
ます。 

•フラッシュが上がります。 

•ファインダー内の▼が点滅し、フラッシュの 
充電が始まりま to 

• シャツターま度は、自動的に1/90秒に設 
ま:されます。 



絞り値設まレバーを揉作して、希 
望の絞り値を設をします。 

• 設定する絞り値じよって光の到達距離潮 
光距離と言います）がな下のようじ変わり 
ます。 


調光距離範囲 ( m ) 

フイルム 

絞り値 

に 0100 

に0 400 

1.4 

1.0 〜 8. 4 

1.0 〜17.日 

2 

1.0 〜 6.0 

1.0 〜12.0 

2.8 

1.0 〜 4. 2 

1.0 〜 8.4 

4 

1.0 〜 3.0 

1. 日〜 6.0 

5.6 

1.日〜2.日 

1.0 〜 4.2 

8 

1.0 〜 1.5 

1.日〜3.日 

11 

1.0-1.0 

1. 日〜 2.0 


絞りを11より絞り込む(化、22など)と、調光距 
離が Im より短〈なり、露出アンダーの写真に 
なります。 


>フラッシュ撮影をする場合は、レンズフードを外してください。フラッシュ光が遮られて、写真の下部: 
じ影ができることがあります。 

I ファインダー巧のオレンジ色の▼が点滅しているときは、フラッシュが充電中です。ちまたはみ 
マークが点滅するまで、シャツターボタンに巧れずじお待ちください。 



ファインダー表示部の4またはちち 
マークが点滅 (= 充電完了）してい 
ることを巧 if をします0 


シャッターボタンを押し込んで撮影 
します。 

■撮影を、ファインダー表示部の i または 
も がすばや〈点滅して、適正露出が得 
られたことをわ知らせします。点滅しないと 
きは、絞り値を小さくする （3. 5、4.5など） 
か、被写体じもう少し近づいて撮影しなお 
すことをおすすめします。 
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撮影モード 


撮,影モード 



S (シャッター速度優先)モード S モードフラッシュ撮影 



S モードを選びます (42 ぺージ参 
照)。 

•ボディ表示部のシャツターま度の横の ► 
が点なし、シャツターまをが設をできこと 
を示します。 



シゎ設定レ'く一を操作して、 
ホ望のシャツターま度を設定します。 

•設をできるシャツターま度の範囲は、 
1/2孤〇〜3日秒です。 

シャツターボタンを押し込んで撮影 
します。 


S モードで撮影中【こフラッシュ撮影したい 
ときは、フラッシュポップアップボタンを押し 
て、フラッシュを上げます。フラッシュが'上が’ 
つていると、撮影のたびじフラッシュは発光 
します。 

S モードでフラッシュ使用時は、 P モードと 
同様、カメラが自動的に絞りとシャッター 
ま度を設定します。（自々でシャッターまを 
を設定することはできません。） 

を 

•フラッシュ 操影をする場合は、レンズ フー ドを外してけこ •さし、。フラッシュ 光が遮られて、写真の下部 
じ影ができることがあります。 

•ファインダー巧のオレンジをの▼が点滅しているときは、フラッシュがホ電中です。4またはみ 
マークが点滅するまで、シャッターボタンじ化れずにお待ちくピさい。 



を 

•表示部の絞り値とファインダー巧の2つのオレンジランプ； 

が点滅している場さは、カメラの制御範囲を越えているた 
め適正露出が得られません。点巧しなくなるまでシャッター 
ま度をををして下さい。 

•バルブは M モードて.設をしてくビさい。 

S モード1きま時は、フラッシュが上がっていれば必ず発光します（次 ぺージ 参照）。フラッ 
シュが'正、要でないときは押し下げてくた'さい。 


► ぷごか； 
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撮影モード 


撮影モード 


M (マニュアル)モード 



M モードじします (42 ぺージ参照）。 


シャツター速度設をい を操作し 
て、ホ望のシャツター速度を設定し 
ます。 

•設をできるシャツター速度の範囲は、 

1 / 2000〜30秒 • bulb です。 


絞り値設定レバーを使用して、ホ 
望の絞り値を設定します。 

•設定できる絞り値はレンズじよって異なり 
ます。 

シャツターボタンを押し込んで撮影 
します。 


M モードでは、ファインダー内のオレ 
ンジランプ(露出譬告表示)がな下 
のように露出をお知らせします。 


ク点灯 

適正露出 

▲点灯 

露出才ーバー 

絞り値を大きくする版りを絞り込 
む)か、シャツター速度をまくして 
くださし、。（設定を変更しない場 
合は、 ND フイルターを使用してく 
ださい。） 

▼点灯 

露出アンダー 

絞り値を小さくする(絞りを開け 
る）か、シャツター速度を遅くして 
くピさい。（設をを変更しない場 
合は、周囲を明るくするかフラツ 
シユを使用してくた'さい。） 

今点滅 

カメラじよる測光は不可能 


M モード哉定時は、フラッシュが上がっていれば化ず発光します（次ぺージ参照）。フラッ 
シュがめ要でないときは押し下げてくピさい。 
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撮影モード 


M モードフラッシュ撮影 


フラッシュが上がっていると、撮影のときフラッシュが必ず発光します。 



巧影モードを M モードにします (42 ぺフラッシュポップアップボタンを押し 
^ジ参照)。 まホ 

•フラッシュが上がります。 

♦ファインダー内の▼が点;巧し、フラッシュの 
充電が始まります 

• シャツターま度を1/90秒より高ま側じして 
いた場合、自動的に1/90秒に設定されます。 
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撮影モード 



ファインダー表示部のちまたは*ち 
マークが点滅 (= 充電完了）してい 
ることを確 i をします0 

シャッターボタンを押し込んで撮影 
します。 

•撮影後、ファインダー表示部のちまたは 
も マークがすばやく点滅して、適正露出 
が得られたことをお知らせします。 


爲 

• フラッシュ撮影をする場含は、レンズフードをかして〈ビさい。フラッシュ光が遣られて、写真の下部 
じ影ができることがあります。 

•ファインダー巧のオレンジをの▼が点ミ成しているときは、フラッシュが充電中です。4または蛛 
マークが点滅するまで、シャツターボタンじ胜れずにお待ちくビさい。 


絞り値設をレバーで絞り値を、シャ 
ッターま度設定レバーでシャッター 
ま度を設定します。 

•調光距離については A モードの説明をご 
費ください。 

•設をできるシャッターま度は、1/90〜30 
秒- bulb です。 
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攝影モード 


バルブ撮影 


バルブ撮影では、シャツターボタンを押し続けている間シャツターは開いたままじな 
ります。長時間の露出が必要なときに使用します。 



巧をモードを M モードじします (42 ぺシャツターま度設をレバーを操作 
—ジ参照）。 し、" bulb " と表示さ甘ます。 


絞り値設をレバーを操作し、希望 
のおり値を設定します。 

ピントを合わせ、アイピースキャップ 
を取り付けます。 

シャッターボタンを押し込みます。必 
要とする露出時間中押し続けてくど 
さい。 

• シャッターボタンから指をはなすと、シャッタ 
-は閉じ、露光は終了します。 

U •カメラぶれを巧ぐためじ、ミ脚をわ巧し、くた’さい。 
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絞りとシャッター速度 


絞りとシャッター速度 


絞り 

絞りとは、レンズ内で光が通る巧のことで、自由に大きさ 
が変えられます。巧が大きいほど多量の光がフイルム面 
じあたり、小さいほど少量の光があたります。絞り値 （F 
値）はこの巧の大きさを示す値のことです。 F 1. 4、口など 
数字が小さいほど巧は大きくなり、 F 19、 のなど大きいほ 
ど巧は小さくなります。 

—般的に、絞り値がルさい(絞りの巧が大きし、）ほど、ピントの合う範囲（被写界 
深度）は小さくなります。ポートレートなど背景をぼかして人物を浮き立たせたい 
場合は小さめの絞り値に、記念撮影など画面全体をはっきり撮りたい場合は大 
きめの絞り値に設ますることをお勧めします。 


シャッター速度 

シャッ タ—ま度とは、カメラ内の シャッ タ—幕が開いている 
時間のことで、この時間みだけフイルムじ光があたりま 
す。シャッターま度が速いほど少量の光がフイルム面に 
あたり、遅いほど多量の光があたります。 

—般的に、シャッターま度がまいほど、動いている被写 
体でもくっきり止まって見えます。スポーツ写真など動きのあるものを止めたいとき 
は速めのシャツター速度じ、動きを表現したいときや流し撮りのときなどは遅め 
のシャツター速度じ設ますることをお割めします。 





絞り値が小さいとき （ F 1.7) 




シャツターま度がまいときり/1000秒) 


シャツターまちが遅いとき (1/15#) 
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齒 


•シャツタ—まをを遅くすると手ぶれしやすくなりますのでま意してください。 
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絞りとシャツター速度 


絞りとシャッター速度 


露出 

フイルム じあたる光の量（露出量）は、絞りと シャツ ターま度の組み合わせじよつ 
てままります。この光の量が適切な場合を適正露出、多い場合を露出才ーバー、 
少ない場合を露出アンダーとし、います。 

露出才ーバー 適正露出 


被写界深度 

ある被写体にピントを合わせたとき、ピントを合わせた被写体はもちろん、その前 
後にもピントが合って写る範囲があります。この範囲を被写界深度といい、範囲 
が広いときに深度が深いと言い、範囲が狭いときに深度がまいと言います。 

二の被写界深度じは、次のような性質があります。 

1. 焦点距離が一をの場合、絞り値が大き〈なる(絞りが小さくなる)ほど被写界 
深度は深〈なります。 

2. 絞り値が一定の場合、焦点距離が短い(広角レンズじなる)ほど被写界深度 
は深くなります。 

3. 絞り値と焦点距離が一をなら、被写体までの距離が遠いほど被写界深度は 
深〈なります。 

4 .ピントを合わせた被写体の前方'深度は浅く、後方深度は深くなります。 




露出 アンダー 


適正露出を得るための絞り値とシャツター速度の組み合わせは、何通りもあります。あるシャツタ 
-ま度と絞り値の組み合わせで適正露出が得られたとき、シャツターま度を速くして絞り値を小 
さくしても、同量の光カクイルムじあたります（適正露出が得られます）たとえば、絞り値 F り、シ 
ャツターま度1/1巧秒で適正露出が得られたとすると、同じ露出の得られる組み合わせはな下 
のようじなります。プログラムモードでは、先ほど述べた絞り値とシャツターま度の効まと被写体 
：!犬;兄とを照らし合わせ、もっとも適切な組みをわせをカメラが自動的に選択します。 


絞り値 

2.8 

4 

5.6 

8 

11 

16 

22 

32 

シャツ ター速度 

1/2000 

1/1弧日 

1/500 

1/250 

1/125 

1/60 

1/30 1 

1/15 
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ワイヤレスフラッシュ撮影 


ワイヤレスフラッシュ撮影 


プログラムフラッシュ3日邮 Xi をお持ちの方へ 


ワイヤレスフラッシュの撮影の原理 


フラッシュをカメラに取り付けずじ、カメラから離して発光させることもできます。通 
常はカメラとフラッシュをケーカレで接続して撮影しますが、プログラムフラッシュ 
35日 OXi とこのカメラを組み合わせると、このようなケーブルを使わずに（ワイヤレ 
ス）、手軽にフラッシュをカメラから離すことができます。もちろん、露出はカメラが 
自動的に適正露出じなるようじ制御します。 

この撮影方法ピと、被写体の真正面から照明する通常のフラッシュ撮影とは違 
し、、陰影を付けて立体感を出したり、画面内に影が写らないようじすることがで 
きます。 


フラッシュをカメラに取りせけて巧影 


フラッシュをカメラからおして巧を 




※フラッシュ 3 朗脱のその他の操作方法については、フラッシュのイま用説明書をご覧く 
ピさい。 


ワイヤレスフラッシュの発光は、 

①内蔵フラッシュが信号発光する。 

③その信号を受けて、カメラから雜した350 0 X 访、‘本発光する。 

③適正露出になれば、内蔵フラッシュが再び信号発光する。 

®3 如 OXi が発光を止める。 

とし、う方法で制御されています。350日 Xi が正しく内蔵フラッシュカ、らの信号を受け 
取れるよう、が下の点じごま意ください。 


下記の範囲内にカメラとフラッシュを設定してくどさい。 



•上記の場合でも、状;兄によっては内蔵フラ 
ッシュからの信号がうまく届かないことがあ 
ります。'必ずテスト発光を斤なってから撮影 
してくピさい。（撮影方法参照） 

• ワイヤレス設を時のフラッシュ調光距離 
(フラッシュー被写体間の距離）は、右の表 
のとわりです。 


1 調光距離範囲 （ m ) 1 

\\フイルム 

\\感度 

絞り値 

に010日 

に0 400 

1.4 

2.0 〜 5.0 : 

4.0 〜5.日 

2 

1.4 〜已.日； 

2.8-5.0 

2.8 

1.日〜己.0 ^ 

2.日〜5.日 

4 

0.7-4. 5 ; 

1.4-5.0 

5.6 

日.5〜 3. 2 ; 

1 .0 〜 5.0 

8 

日.4〜 2. 3 1 

日.7〜4.目 

11 

0.4 〜 1.6 

0.5 〜 3. 2 
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ワイヤレスフラッシュ撮影 


ワイヤレスフラッシュ撮影 


設定方法 

設を前に . 

•フラッシュ電化室内のチャンネル切り替えスイッチが" CHI " になっていることを 
確認してくピさし、。 （ CH 2 どと3500 Xi は発光しません。） 





フラッシュの才ートロックフットを、力 
メラのアクセサリーシューじ止まるま 
でしっかり差し込みます。 


フラッシュの発光 ON / OFF ボタン 
を押して発光 ON じします。 

■発光 ON 表示が点灯します。 

■発光 OFF でも設をはできますが、フラッシュ 
背面の表示が点灯しません。 


フラッシュポップアップボタンを押し 
ながらシャッターま度設をレバーを 
操作し、表示部に" On " を点灯させ 
ます。 

•ボディ表示部のみが交互に点ぷしワ 
イヤレスフラッシュじ言ををされたことをち'そ口 
らセ■します。 

•フラッシュ背面のワイヤレス表示が点なし 
ます。 

• " Off " を点灯させると、ワイヤレス設定は解 
除されます。 



フラッシュを取り外します。 







ワイヤレスフラッシュ撮影 


ワイヤレスフラッシュ撮影 


撮影方法 



カメラとフラッシュをワイヤレスフラ 
ッシュじ設定します。 

•シャッ ターををは、 P 、 S モードでは1/45秒 
L 乂下、 A モードでは1/45秒に設定されます。 
M モードでは1/45秒が下に設をしてください。 

カメラ、フラッシュ、被写体を60ぺ一 
ジのように設置します。 

設を解除 



フラッシュとカメラ内蔵フラッシュの 
充電完了を確認します。 

•フラッシュ…背面のちが点滅します。 

AF 補且力光が点;成します。 
■内蔵フラッシュ…ファインダー内の > と 
>4が交互に点巧します。 



カメラのフラッシュプリ発光ボタンを 
押してテスト発光します。 



再度充電完了を確認した後、シャツ 
夕ーボタンを押し込んで撮影します。 


ワイヤレス設定は下のどれかの方法で解除できます。 

• 設定方法3のときじ、表示部に " On " でなく " Off " を点灯させる。 

• プログラムセットボタンを押す、あるいはメインスイッチを LOCK じする。（二のときはフラ 
ッシュをカメラに取りせけていなくても解除できます。） 


I フラッシュが発ホすることを確認してくださし、。 
>内蔵フラッシュが下力;'っているときは、フラッ 
シュポップアップボタンでフラッシュを上げて 
からテスト発光して <ピさい。 


I 適正露出が得られると、ファインダー表示 
部の4マークが約2げ間点滅します。 


• ワイヤレスオフカメラフラッシュ撮影時には、プログラムフラッシュ3500 Xi じ 
付属のスタンドを取り付けると巧利です。 



光量比制御撮影 


ワイヤレスフラッシュ撮影時のま意 

• フラッシュの才ートズーム機能は働きません。才ートじ設定している場合は、自動的に 
28 mm の設赴こなります。 

•ワイヤレスフラッシュ設ま時は、 P モードでも常にフラッシュが発光します。 


カメラカ、ら離した3加 OXi とカメラの内蔵フラッシュを両方発光させることもできます。 
このとき、光量の比は2:1 (3500 Xi :内蔵フラッシュ）じなります。 

ワイヤレスフラッシュの状態で、カメラのフラッシュポップアップボタンを押しながら、 
シャツ ターボタンを押し込んで撮影してください。 
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パノラ 7 撮影 


アクセサ IJ 一につ いて 


パノラマアダプターセット(別版売）をこのカメラに取り付けると、下のようなパノラ 
マ写真を気軽に楽しむことができます。パノラマ写真のプリントサイズは 90 X 250 
mm (標準)です。 



パノラマ撮影 


1 . レンズ 

•ソルタびレンズ从外のレンズ （ MD レンズや MC レンズなど）はご使用になれません。 
•焦点距離 28 mm 未満の広ちレンズおよび下記のレンズ使用時には、写真に影ができ 
るため、内蔵フラッシュじよるフラッシュ撮影はできません。 

AF アポテレ 300 mm F 2.8 ハイスピード AF アポテレ 300 mm 口.8 

AF アポテレ如日 mm F 4 ハイスピード AF アポテレ胡日 mm F 4 

•下記のレンズ使用時には、撮影距離じよっては内蔵フラッシュ光がさえぎられ、写真 
じ影ができることがあります。詳しくは、最寄りの当社サービスセンターまたはサービス 
ステーシヨンまでわ問い合わせください。 

AF ズーム Xi 35-2 日 0 mm ド4.卜5.6 AF ズーム班- 85 mm F 3.5-4.5 

AF ズーム 28-13 己 mm F 4-4 .已 

2. フラッシュ 

• X シリーズのフラッシュわよびそれが前に発売されたフラッシュはご使用になれません。 

• i シリーズフラッシュ（プログラ厶フラッシュ5200し320日し20000はそのままご使用じな 
れます。日 200 i でマニュアル発光などの設定をする場合は、カメラをフラッシュモードに 
合う撮影モードに設定してから、フラッシュの設定をしてくピさい。 

• AF シリーズフラッシュ (4000 AFs 2800 AF 、 180日 AF 、 マクロ1200 AF ) をがまいじなる場 
合は、 FS - llQO (別売）を巧って取りせけてください。この場合、フラッシュの AF 補助光 
は発光しません。また詳細はか下のようじなります。 

P ( S ) モード.. .フラッシュの電源スイッチを ON じしてご•使用くた'さい。シャッターま度と絞り値は自動的 
じ設定されます。自動を光は斤われません。フラッシュは TTL ダイレクト測光じより自動調光されます。 

A モード... フラッシュの電源スイッチを ON じしてご使用くださし、。シャッタ T ま度は自動的に1/90秒に 
設をされます。フラッシュは TTL ダイレクト測光じより自動調ホされます。 

M モード.'. フラッシュの電源スイッチを ON じしてご使用くピさし、。絞りとシャッターまちり/弧 -30 秒、 
bulb ) を自由じ設ますることができます。フラッシュは TTL ダイレクト測光じより自動調ホされます。 


3.その他 
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•このカメラでは、アングルファインダー、マグニフアイヤーは使用できません。 
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故障かな？•••と考える前に 



故障かな？…と考える前に 
































巧り扱い上のま意 


取0扱い上のま意 


カメラは精密機械です。取り扱いじは 
ごま意ください。 



このカメラの巧用温度範囲は一20〜 
加でです。 

■日付写し込み機能は、〇〜胡での範囲で 
使用することができます。日でけ下では写し 
込めないことがあります。 



•直射日光下の車の中など、極度の高温下 
じカメラを放置しないでくピさし、。か障の原 
因になります。 

• 液晶表示は、低温下で反応がやや遅くな 
ったり、抓でぐらいの高温下で表示が黒く 
なったりすることがありますが、常温に戻せ 
ば正常に作動します。 

このカメラは防水構造ではありません。 

♦万一水にめれたときは乾いたホで水をふ 
きおり、すみやかじ本書裏面に記載の当 
社 サービス センターまたは サー ビスス テー 
シヨンにわ} 寺ちください。 

•カメラに急激な温度を化を与えると内部 
じ水滴を生じるな険性があります。例え 
ば、スキー場のようなきい屋外から暖かい 
室内に持ち込む場合は、寒い屋外でカメ 
ラをビ ニール 袋に入れ、袋の中のを気を 
絞り出して密閉します。その後、室内に持 
ち込み、周囲の;互をじなじませてからカメ 
ラを取り出してください。 


このカメラの内部には高電圧回路が 
ありますので、絶対にみ解しないで < ど 
さい。 

•故障したときは、化ず当社サービスステー 
シヨンにわ持ちくピさい。 


手入れのしかた 

カメラボディを清掃するとき 
柔らかいきれいな巧で軽くふくか、巿販のブ 
ロアブラシでホコリを吹き飛ばしてくださし、。 
とくじあぶで使った後は、真水を少量浸した 
巧でをみをふきあり、乾いたホでよくふいて 
幸 g かしてくピさい。 

レンズやフイル厶室内を清掃するとき 
ブロアでほこりを除き、柔らかいきれいな布で 
軽く拭きあってください。巧れがひどい場合 
は、当社サービスセンター、サービスステ ーシ 
ヨンじわ持ちくピ さし、。 



• シンナー、ベンジンなどの 有機溶剤を含む 
クリーナーは絶巧じ巧わないでくビさし、。 
•巧れがひどいときは、当社サービスステー 
シヨンに お持ちください。 
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取 0 扱い上のを意 


イ呆管のしかた 

カメラケースを外し、風通しの良いとこ 
ろじ置いてくビさい。湿気のをい時期 
じは、ポリエチレン袋などじ乾燥剤と 
一緒に入れるとより安全です。長期間 
使用しない場合は、フイルムと電;也を 
巧いてくピさい。 

を 

♦防虫剤の入ったタンスなどじは入れない 
でくどさい。 

•長期間使用しない場合は、カビがはえた 
り、故障の原因になったりすることがありま 
to ときどきシャツターを切るようじし、また 
使用前には整備点検されることをお勸め 
します。 


電池に関ずる注意 


空港の手荷物検査を受けるとき 

フイルムがカメラに入っているときは、 
X 線でフイルムが感光することがあり 
ます。検査官にフイルムの入ったカメラ 
であることを伝えて、 X 線の照射を避け 
てくだ さし、。 

アフターサー ビスじついて 

1. 本製品の補修用性能部品は、生産 
終了後7年間を目安に保有してい 
ます。 

2. アフター サー ビスじついては、「アフ 
ターサービスのご案内」じ詳しく記 
載していますので、ご覧くた'さい。 


• リチウム電池は化温下の温度特性に 
も優れていますが、日でな下ではやや 
電池特性が化下します。きいところで 
ごな用じなるときは、カメラや予備の電 
ミ也を保温しながら撮影して〈ださい。な 
わ、イを温のため性能低下した電池でも 
常温に戻せば性能は回復します。 



•長期間使用しないときは、電池を巧き 
取って保管してくピさい。 


• コイン型電池は幼児の手の届かない 
ところへ保管してください。万一飲み込 
んピときは、直ちに医師じご相談くピさ 

い。 

• 電池製造後の経過巧間により、新品 
電化でも撮影可能本数が、性能表と 
異なる場合があります。また長期間の 
旅行や、きいところで撮影するときは、 
予備の電池をご用意ください。 

•発熱、発火、破裂等のおそれがありま 
すので、絶対に電池を义の中に投入 
したり、ショート、みお、加熱しないでく 
ださい。 
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主な性能 


主な性能 


[ カメラタイプ ] 


巧用フイルム 


「フイルム感度設ま: I 
[レンズマウント I 
[ 巧用レンズ I 


才ートフォーカスモホ 


[ 才ートスー し I 


AF 補出)光 


撮影方ま 


測光方ホ 


'ノヤッター 


巧蔵フラッシュ 


フラッシュ撮影方ま I 


マイクロコンピュータ制御フラッシュ内蔵 35 nimAE — 眼レフオートフォーカスカメラ 

パトローネ入り 35 mm フイルム （135 型）画面サイズ： 24 x 36 mm IS 025 〜甜册 （1/3 EV 
ステップ）フラッシュイま用時は IS 02 目〜10册 

DX コードせフイルム巧用時、フイルム感度自動設定 

ミノルタ A マウント 


ミノルタびレンズ 


方ホ： TTL 位相差お出方ホ検出素子： CCD ラインセンサー検出範囲： EV -1 
〜 180 SO 1 孤） AF 制御自動切り替え動体予測フォーカス制御ワイドつォーカスエ 
リアパワーフォーカス可能マニュアルフォーカス可能フォーカスロック可能 

AF ズーム Xi レンズな用時才ートスタンバイズーム 


内蔵フラッシュじよる補助光化輝をかつ低コントラスト 時自動発光専用 フラッシュ 
装着時フラッシュの内蔵 AF 補助光発光 ( LED ) じ自動切り替え作動距離範囲：約 
1〜 5 m 

プログラム AE(P モードエキスパートプログラム）絞り優先 AE(A モード）シャッター 
ま度優先 AE(S モード）マニュアル 

TTL 開祀則光8み割ハニカムパターン測ホ湖光値ファジイ演算）フラッシュイま用 
時は TTL ダイレクト測ホ受光素子：多み割ハニカムパターン SPC (シリコンフォトセ 
ル）フラッシュ光調光用 SPC 測光範囲： EV 1 〜20 

電子制御ま稱走りフォーカルプレーンシャッターシャッターま度：1/2邮〇〜3日秒•バ 
ルブ(露出時間は電池容量じより制限）フラッシュ同調を度：1/卵砂より長秒時 

ボディ巧蔵ポップアップ方まガイドナンパー:12照おち：焦点距離28画をカバ 
-充電時間： 2秒(カメラと電源を共用）ホ目軽減巧プリ発光可能専用フラッシ 
ュ装着時巧蔵フラッシュ自動 OFF ワイヤレスフラッシュ対応 


P モード：'必要時フラッシュ自動をホ（アドバンスオートフィルインじよる日中シンクロ） 
強制発光/発光禁止選択可能 A モード：1/90秒自動設を S モード：1/孤〜3日げ 
M モード：1/如〜30秒手動設ま 


ボディ表示 


撮影モード•シャッター速度表示•絞り値表示•セットマーク•マニュアルフォーカス表示. 
電;也容量•セルフタイマー表本.フラッシュモード表示•パトローネマーク.フイルムマー 
ク•フイルムカウンター 


をアインダー表示 I フオーカスフレーム.フォーカス表示.露出警告表示.フラッシュモード'ランプ 


ルーフミラー式一眼レフレックスちまを面アキユートマット視野率：90%倍率： 
0.75倍（日 Omm レンズ、の位置）巧度： - Idi 叩 t . 

才ートローデイング (1 コマ目まで自動送り）才ートリターン (24 枚撮りフイルムを約12 
秒で嗜き戻しをき戻し自動停止）途中をき戻し可能 


をロダラムセットボタン I P モード.才ートフォーカスモード.フラッシュ自動発光 


セルフタイマー(作動時間10秒途中巧除可能）才ートロックアクセサリーシユーア 
イピースカップ日せ•時間写し込み可能 


6 V パックリチウム電;也 (2 CR 5)1 個メインスイッチ ON 時に自動容量チェック （4 段階表 
示） CR 2 日25電;也1個(クオーツデート用） 


フラッシュなし：約甜本フラッシュ巧用率加％:約巧本 (24 枚撤 J フイルム、新品電池 
使用時） 


r 大きさ•重さ ] 146.5(幅) x 92( 高さ） x 64( 奧斤き ) mm 435 g 僮;也別、クォ-ツデート用電;也含む) 
本書に記載の性能は当社試験ま件じよります。 

本書に記載の性能および外観は、都合じより予告なくを更することがあります。 


その化の機能 


使用電池 


撮影可能本数 


ファインダー 


フイルム給送 
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